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。

　３月 11日に発生した東日本大震災に伴い、岩手県・
宮城県・福島県の被災地からの要請で、支援などに従
事する車両が有料道路を利用する場合、料金が無料に
なる「災害派遣等従事車両証明書」を発行しています。
【措置の期限】　９月 10日㈯
【対象車両】
①国・県などの公的機関からの要請を受けた事業に使   
　用する車両
②受け入れ先の被災自治体、社会福祉協議会、ボラン
　ティアセンターなどからの受け入れの承諾を得てボ
　ランティア活動に使用する車両

【発行手続】
①の車両：三重県伊賀庁舎３階　伊賀県民センター　
　　　　　地域防災課に申請書を提出してください。
②の車両：伊賀市災害ボランティア支援センター（上
　　　　　野ふれあいプラザ３階）に『災害派遣等従
　　　　　事車両証明の申請書』を提出してください。
【申請上の注意事項】
※証明書の発行には２～４日程度の時間を要します。
※証明書は車両１台につき通行１回あたり１枚必要です。

～ 被災地支援のための 車両は 有料道路の通行料が無料 になります ～
　３月 11日に発生した東日本大震災に伴い、岩手県・ 【発行手続】

【問い合わせ】　三重県伊賀県民センター　地域防災課　☎ 24-8003
　　　　　　　伊賀市災害ボランティア支援センター（伊賀市社会福祉協議会内）　☎ 21-5866
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電池類の分別に
ご注意ください

　４月から「乾電池」の分別種別を変更しましたが、
正しく出されていない例が多く見られます。
◆乾電池　⇒市で収集・処理
　マンガンやアルカリなどの乾電池に限ります。
○分別種別
　「ガラス・せともの・乾電池」（２カ月に１回）
　＊袋などに入れないで、そのまま回収箱に入れる。

◆小形充電式電池・ボタン電池など
　⇒リサイクル協力店で回収または本体とともに回収
　デジタルカメラ・携帯ゲーム機・ノートパソコンな
どに使用されている充電可能なニカド電池・ニッケル
水素電池・リチウムイオン電池などは、小形充電式電
池に分類され、「資源有効利用促進法」により市では
収集・処理ができません。
○小形充電式電池やボタン電池は、リサイクル協力店
　（電器店・スーパーマーケット・ホームセンターなど）
　に回収ボックスが設置されています。
○携帯電話用電池やパソコン用電池は、販売店などで
　回収しています。

※電気製品を廃棄する前には、必ず電池を取りはずし、
　電池の種類別に正しく処理をしてください。
【問い合わせ】　清掃事業課
　☎ 20-1050 ／ 20-9272　℻   20-2575

　こころの健康問題を抱えた人に対する理解を深め、
身近で見守り、相談ができる地域づくりをめざして「こ
ころの健康教室」を開催します。こころの健康につい
て学び、あなた自身や家族のこころの健康について一
緒に考えてみませんか。

◆ところ　ゆめぽりすセンター　２階大会議室
◆募集人数　40人
◆受付開始日　９月６日㈫
【申込先・問い合わせ】
　健康推進課　☎ 22-9653　℻   26-0151
　　kenkousuishin@city.iga.lg.jp

【問い合わせ】　青山保健センター　☎ 52-2280　℻   52-2281

教室名 時　間 内　容

無
料
特
別
教
室　
※
要
予
約

みんなでジム
午前10時 30分～ 11時
午前 11時 30分～正午
午後２時 30分～３時

みんなで楽しみながら、ジムのマシンを使
って、筋肉トレーニングをしましょう。
＊定員：各時間20人

【受付開始日】
８月 17日㈬
※先着順
※中学生以上のみ
【申込先】
青山保健センター
運動施設
☎ 52-4100（午
前 10時～午後７
時）

水中ウォーキング 午前11時～11時 45分
水中を歩きながら、普段使わない筋肉をス
トレッチ感覚で動かします。体力に自信の
ない人にも気軽にできます。　＊定員：20人

肩こり・腰痛予防教室 午後２時～３時 肩こり・腰痛に悩んでいる人、一緒にプー
ルで体操しましょう。　＊定員：20人

ラテンエアロ 午後５時～６時 ラテンの音楽を聴きながら、有酸素運動で
ダイエットしましょう。　＊定員：20人

がん検診　※予約受付中 午前９時～ 11時
午後１時 30分～３時

乳がん検診　＊定員：140人
大腸がん検診　＊定員：なし

【申込先】青山保健センター
☎ 52-2280

健康チェック 午前10時～11時 30分
午後１時 30分～３時

≪検診室≫　超音波骨密度測定・血管年齢測定・足型測定など
≪運動施設≫　体脂肪測定・血圧測定など

展　示 午前 10時～午後３時 生活習慣病予防・ヘルシー食について
販　売 午前 10時～午後３時 福祉施設の手作りパン・豆腐など（予定）

イベント 午後 0時 30分～ 1時 いが☆グリオテーマを踊ろう！
みんなで忍にん体操をしよう！

　運動施設を無料開放します。施設内の運動機器やプールなどを自由に使用することができますのでご利用ください。
【と　き】　９月３日㈯　午前 10時～午後７時

青山保健センター健康フェスティバル

こころの健康教室の
受講生を募集します

◆とき・内容　※全５回
①９月 26日㈪ こころの病の基礎知識 午後１時 30分～４時 30分
② 10月４日㈫ 自分のこころのクセを知っ

てみよう１～交流分析～ 午後１時 30分～４時 30分
③ 10月 29日㈯ 健康づくり講演会

「（仮題）みんなで取り組
もう、こころの健康」 午後２時～４時

④ 11月 8日㈫ 自分のこころのクセを知
ってみよう２

～認知行動療法～ 午後１時 30分～４時 30分

⑤ 11月 14日㈪ こころのサインを見逃さ
ないために 午後１時 30分～３時 30分

青山支所管内を除く市内全域


